
①放射線源から放射
線が出続けている

「霧箱」で放射線が「見える」しくみ

極低温

室温（暖かい)

③イオンを核にア
ルコールが凝結
（液体に戻る）

室温（暖かい)
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放射線源

急激な温度差
（言い換えると、
場所が違えば温
度の差が非常に
大きい）

極低温

アルコールは、蒸発しやすく、低温でも凍りにくい

④液体になったアル
コールが白い霧（雲）
の筋として見える

アルコールで湿
らせたスポンジ

ドライアイス
（CO2の固体）

②放射線により空
気の分子が電離し
てイオンができる

下に行くほど空気が
冷たいので、アル
コール蒸気の飽和蒸
気圧が小さくなる
→アルコールは液体
に戻ろうとする

アルコールが蒸発・容器内に拡散



実験が成功するポイント

•放射性鉱物の置く場所は底面近くの低い場所に置く（アルコー
ルの過飽和層は下に溜まるため）

•スポンジにたっぷりアルコールを垂らす

•ドライアイスは粉状にして，底面を一様に冷やす



大気中の水蒸気

• 水を加熱すると湯気が出る。
湯気の吹き出し口付近の透
明な部分には水蒸気があり，
湯気は微小な水滴の集まり
である。

• 雲は湯気と同様に，水蒸気
が凝結してできた微小な水
滴（大気上層では氷晶）の
集まりで，上昇気流に支え
られるなどして大気中に浮
かんでいる。

水の状態変化



飽和水蒸気量（飽和水蒸気圧）と相対湿度

• 大気中に含むことのできる最大の水蒸気量を飽
和水蒸気量（飽和水蒸気圧）という。

• その値は温度によって変化する。

• 飽和水蒸気量（圧）に対する実際の水蒸気量
（圧）の割合を相対湿度という。

• 水蒸気を含んだ空気を冷やしていくと相対湿度
が上昇し，やがて100％に達する。このときの
温度を露点という。

• 露点以下になると飽和水蒸気量を超えた分の水
蒸気が水滴になり，雲が発生する。

100%= 
実際の水蒸気量（圧）

相対湿度
飽和水蒸気量（圧）

飽和水蒸気量と飽和水蒸気圧
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